





































nams rtse mo, ₁₁₄₂‒₁₁₈₂）とサパン（Sa paṇ, ₁₁₈₂‒₁₂₅₁）、十四世紀におけるサキ
ャ派教学中興の祖ラマタムパ・ソナムギェルツェン（Bla ma dam pa bSod nams 
rgyal mtshan, ₁₃₁₂‒₁₃₇₅）、十四世紀において特に中観の学統の復興に対して多



























































ン伝を記したロパクンケン（lHo pa kun mkhyen Rin chen dpal）等の初期サキャ
派学者を初め、さらには、十四世紀に活躍したラマタムパ（₁₃₁₂‒₁₃₇₅）やササ
ン・マティパンチェン（Sa bzang Ma ti paṇ chen, ₁₂₉₄‒₁₃₇₆）、サキャ派に密接に
関係があるプトゥン（Bu ston Rin chen grub, ₁₂₉₀‒₁₃₆₄）やギェルセ・トンメサ






































　ゲルク派では、「五大典籍（gzhung chen po ti lnga）」と称される五つの学課（論
理学・般若学・中観学・戒律学・俱舎学）を主要な修学対象とするが、このうち特
に中観説を至上の見解とする解釈は、レンダワ・ツォンカパ師弟による中観復
興運動を契機として初めて打ち立てられたのである。それ以前には、中観説は
決して主要な修学対象ではなかった。そのことは、『レンダワ伝』に明記されて
いるように、当時，中観帰謬派の学統を伝えるタンサク寺において、中観は
「死体（shi ro）」と表現される程に衰微していたことに如実に示されている。ツ
ォンカパによる中観説を頂点に据えた仏教教学体系の形成とその歴史的展開の
委細については、稿を改めて検討することにしたい。
＊本稿は、JSPS 科研費「若手研究」（JP₁₉K₁₂₉₅₁）の助成に基づく。

